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　40歳近くなって仲間に誘われてゴルフを

始めた。順調にハンデは上がった。ただ、

不幸なことに、ゴルフ技術の伸び盛りの時

と、脳外科医としての仕事の忙しさがちょ

うど同時期にぶつかった。アマチュアの研

修会等には、参加する時間が全く無かった。

さらに、無理論派で、とにかくやみくもに

でも、練習さえすれば、上手くなると信じ

ていた。

　その頃は、朝の５時からホームコースの

練習場が開いていた。家からは10分もかか

らないので、携帯電話も無い時代だったが、

呼び出されるのを心配しながら、毎日通っ

た。

　上達するには、アイアンを地面から直接

打つことが肝要だと誰かに言われ、マット

をどけて、ベアグランドから打った。ただ、

お陰で両手首の腱鞘炎になった。術者とし

て手術をする時にも痛いので、サポーター

を消毒して着用したものである。

　脳外科部長、副院長になる頃が一番ドラ

イバーは飛んだ。月例競技などで、クラブ

の選手の方と回っても何ら臆するところは

無かった。あの頃もう少し本格的にしてい

れば、と今になって思う。片手シングルに

はついにはなれなかった。それに、マッチ

プレーには極端に弱かった。クラチャンの

本戦等で、都合10回くらいは戦ったが、実

に一度も勝った記憶が無い。弱い性格が災

いしているらしい。

　院長に就任した頃から、球が飛ばなくな

った。今まで、越えていたクロスバンカー

を越さなくなった。パターとか寄せは元来

下手で、年齢を重ねると今に上手くなると

信じていたのだが、下手なままだった。

　いつかは“回れるだけで幸せだ”という

心境になるねと話し合っていたのだが、あ

っという間にまさにその境地になってしま

った。

　今日も無事にラウンドできたと、感謝だ

けしながら回っている。

　医療と介護の連携をライフワークと決め

幾十年、来春、念願の地域密着型介護老人

福祉施設増床までこぎつけほっとしつつ

も、課題や夢は尽きず、相変わらず走り回

る毎日です。

　とりわけ大きな課題は、医業の世界でも

そうですがひとの問題です。A Iの採用で

大手銀行が数万人のリストラを発表するな

ど、急速にひとによる仕事の枠が狭まると

言われますが、部分的、効率的なロボット

やA Iの活用は必然とはいえ、根幹をなす

部分は一人ひとりの技能と“心”で成り立

つのが介護の仕事です。

　現在微力ながら「英生塾」なる介護職員

養成研修を定期的に開催し、定年退職者、

主婦、転職希望者、学生等介護福祉に関心

あるひとたち一期８～ 10人程度の少数精

鋭をモットーに地域に貢献する介護福祉士

の輩出を目指しています。

　ただ、焼け石に水の思いも正直強く、国

策を待つのみではなく何かやらなくてはと

考えた結果、江別で地域発展と地元企業の

活性化を目指し、農業従事国際研修生の受

け入れを10年間実施し、年間180人もの研

修生を受け入れているISS北海道事業協同

組合との協同に取り組むことにしました。

まずは、12月にISSの代表とベトナムへ行

き、大学、日本語学校などで講演、説明会

を開催し、研修生受け入れ実現に向けて相

互理解を深め、課題の整理等を行うべく準

備中です。簡単ではないのは承知ですが、

実績ある先達者の協力と関係者の熱意があ

れば乗り越えられるものと信じています。
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